
1 

保育利用率の目標設定について 

 子ども・子育て支援事業計画では、３号に該当する子どもについて、子どもの総数に占

める保育の利用定員数の割合である「保育利用率」にかかる各年度の目標値を定めること

とされている。この「保育利用率」の目標値については、以下のとおり設定した。

１ 保育利用率とは 

保育利用率 ＝
３号子どもに係る保育の利用定員数 

満３歳未満の子どもの数全体 

〔子ども・子育て支援法に基づく基本指針第２の二の２（一）〕 

  保育利用率：満三歳未満の子どもの数全体に占める認定こども園、保育所又は地域型

保育事業に係る法第１９条第１項第３号に掲げる小学校就学前子どもに

該当する満３歳未満の子どもの利用定員数の割合。

２ 保育利用率の目標値の設定

(1)  市町村は、平成２９年度末までに、量の見込みに対応する保育の量を確保することと

されていることから、平成２９年度以降の「保育利用率の目標値」は、市民ニーズ調査

により把握した３号に該当する子どもの保育の利用希望の割合（以下「利用意向率」と

いう。）と同率の４１．２％とする。 

(2)保育の利用定員数に関する各年度の整備目標は、表「教育・保育の量の見込みと確保の

方策」の「確保の方策(b)」欄に記載した「教育・保育施設」及び「地域型保育事業」

の利用定員数の合計（以下「確保の方策」という。）である。従って、平成２７・２８

年度の「保育利用率の目標値」は、各年度の推計児童数に占める「確保の方策」の割合

とする。 

ただし、前述の割合が、「利用意向率」を超える場合には、「利用意向率」と同率とす

る。 

保育利用率

の目標値
＝

３号子どもに係る教育・保育の確保の方策〔*1〕

満３歳未満の子どもの推計児童数 

〔*1〕「教育・保育の量の見込みと確保の方策」のうち、３号に該当する 

子どもにかかる保育の提供量（確保の方策(b) 
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３ 保育利用率の目標値 

【全市域】 

年齢区分 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 

０歳児 ３５．７％ ３９．７％ ４１．２％ ４１．２％ ４１．２％

１・２歳児 ４０．３％ ４１．２％ ４１．２％ ４１．２％ ４１．２％

※ 下線部は、「利用意向率」と同率の目標値（以下同じ） 

【門司区】 

年齢区分 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 H31 年度

０歳児 ３７．４％ ４１．２％ ４１．２％ ４１．２％ ４１．２％

１・２歳児 ４１．２％ ４１．２％ ４１．２％ ４１．２％ ４１．２％

【小倉北区】 

年齢区分 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 H31 年度

０歳児 ３７．４％ ４０．７％ ４１．２％ ４１．２％ ４１．２％

１・２歳児 ４１．２％ ４１．２％ ４１．２％ ４１．２％ ４１．２％

【小倉南区】 

年齢区分 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 H31 年度

０歳児 ３２．４％ ３６．３％ ４１．２％ ４１．２％ ４１．２％

１・２歳児 ３７．５％ ４１．２％ ４１．２％ ４１．２％ ４１．２％

【若松区】 

年齢区分 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 H31 年度

０歳児 ４１．１％ ４１．２％ ４１．２％ ４１．２％ ４１．２％

１・２歳児 ４１．２％ ４１．２％ ４１．２％ ４１．２％ ４１．２％

【八幡東区】 

年齢区分 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 H31 年度

０歳児 ４１．２％ ４１．２％ ４１．２％ ４１．２％ ４１．２％

１・２歳児 ４１．２％ ４１．２％ ４１．２％ ４１．２％ ４１．２％

【八幡西区】 

年齢区分 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 H31 年度

０歳児 ３２．１％ ３７．２％ ４１．２％ ４１．２％ ４１．２％

１・２歳児 ３５．１％ ３８．６％ ４１．２％ ４１．２％ ４１．２％

【戸畑区】 

年齢区分 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 H31 年度

０歳児 ３９．３％ ４０．６％ ４１．２％ ４１．２％ ４１．２％

１・２歳児 ４１．２％ ４１．２％ ４１．２％ ４１．２％ ４１．２％


